
誰もがしあわせになる「農福連携」

農福連携は地域づくり

令和5年9月15日こうち絆ファーム 代表理事 北村浩彦



自殺死亡率 推移（人口１０万人 ）課題 自殺者 減 ！

高知県 自殺死亡率 全国上位！

2年 安芸県域 自殺率 県内 最 高 ！

農福連携 始 自殺予防 取組 始 ！



福祉保健所別 自殺死亡率 推移

安芸福祉保健所管内 、県内 最 高 自殺死亡率！ 3

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 平均

男 18 13 9 5 4 6 4 8.4 

女 4 2 4 4 0 0 2 2.3 

小計 22 15 13 9 4 6 6 10.7 

42.25 29.39 26 18.3 8.3 12.84 13.12 21.5 

73.8 54.33 38.2 21.7 17.7 27.17 18.5 35.9 

30.88 26.26 23.2 21.7 14.3 23.83 22.31 23.2 

47.66 41.32 34.7 36.7 21.1 33.92 30.59 35.1 

19.03 33.79 20.9 22.4 8.9 11.7 15.85 18.9 

27.71 63.92 33.7 29 13.4 16.44 27.85 30.3 

19.03 33.79 20.9 22.4 8.9 11.7 15.85 18.9 

27.71 63.92 33.7 29 13.4 16.44 27.85 30.3 

39.07 24.2 22.3 34 28.9 27.23 14.44 27.2 

62.64 37.55 33.3 50.7 39.3 25.21 20.47 38.5 

26 25.9 21.6 21.6 15.7 18.4 15.4 20.7 

40.8 43.3 32.4 31.6 25 25.2 21.95 31.5 

自殺死亡率

　（うち男性）

自殺死亡率

　（うち男性）

自殺死亡率

　（うち男性）

自殺死亡率

　（うち男性）

自殺死亡率

　（うち男性）

自殺死亡率

　（うち男性）

※自殺死亡率は、国勢調査人口（日本人）と毎月の住民基本台帳集計値を基に、毎年10月1日時点で県健康政策部が　 計算した人口推計値により算定。

安芸福祉
保健所

自殺者数

中央東福
祉保健所

中央西福
祉保健所

須崎福祉
保健所

幡多福祉
保健所

合　　　計

自殺死亡率：人口10万人あたりの自殺者数



安芸福祉保健所 仕事図

農福連携 自殺予防 取組 副産物 ！

未遂者発生

総合病院 各消防本部 各警察署

安芸福祉保健所

市町村

弁護士 司法書士

包括 薬剤師会

社協

相談支援事業所 職安

断酒会 東部教育事務所 安芸市内 高等学校

保護観察所

東部地域 会議（自殺予防 ）

精神科病院 就労継続支援事業所自殺対策推進

多職種連携

☆各種問題
対応

就労支援
農福連携
☆就労支援専門部会
☆農福連携研究会

副産物

副産物
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農家

人権擁護委員飲食店

連
携
命

自殺未遂者相
談支援事業

炭焼不動産屋

当事者大学
病院

高松矯正管区

民生 児童委員

女相

高知地検

地域生活定着
支援高知県安芸地区

安芸農業振興

訪看

寺



ネットワーク会議の特徴

○各機関の仕事の紹介

○必ずグループワークを行い、各機関の顔と
仕事を知る（顔の見える関係作り）

結果～仕事で連携できるようになる～



年度～ 問題 発生 ！

最低賃金 貰 人 多 出現

最賃 貰 人

働 ？

働 働 場所

働 思 大切 ！



夢 実現

〈農福連携 夢 深化型〉

一般社団法人

『 絆 』

農福連携研究会

就労支援専門部会

色々 協力者

感謝！



R5.5.1 多機能型事業所TEAMあきに続き2番目の事業所開所

◆指定障害福祉サービスの種類及び主たる対象者
・身体障害者（聴覚・言語障害・内部障害）
・知的障害
・精神障害者
・難病等対象者

◆定員：20人以下

◆事業所稼働
営業日：月曜日から日曜日
営業時間：午前8時30分～午後5時
サービス提供時間：午前9時～午後4時

就労継続支援B型事業所TEAMいの



絆 『 』

（事業内容）

定員 型 名＋移行 名

現在 名登録

（作業内容）

○ 件 農家 集 袋 詰

箱 円、出来高制

○農閑期 収穫 袋詰

○ 栽培開始



絆ファームでは以下のスケジュールで作業を行っています。

（１）ナス ８月～翌年６月 （4）全農請負作業 3月～10月
（２）オクラ ７月～９月 （5）へぐり作業 ７月～
（３）薪割り ７月～９月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ナス

オクラ

薪割

全農請負作業

楮へぐり作業

作業時期

種
蒔
き

準
備

収穫+手入れ収穫+手入れ

作業時期

作業時期

定
植

片
付
け

準
備

収穫+手入れ手入れ

片
付
け

絆ファーム年間スケジュール



職員、当事者 支援者 早朝 時 開始

定植



：収穫・手入れ



：袋詰め



：収穫



オクラ：箱詰め・袋詰め



地域 越 広域連携



『触法者支援』

～生 一緒 ～



☆彡法（農）福連携☆彡
（法務省 福祉 連携）
保護観察所 連携
弁護士 連携
検事 連携
刑務所 連携



法務省関係者との連携
生きづらさを抱えた人

触法行為発生（刑事介入）

・生きづらい人

・精神障害者

起訴

↓

執行猶予

医療観察法

刑務所

↓

保護観察所

→①弁護士・検事→地域へ
入口支援

→②社会復帰調整官→地域へ
出口支援



保護観察所との連携

罪を犯したけど、本当は病気
がさせてしまった。

医療観察法での治療後、農
福連携で社会復帰を目指
す。



【支援計画 説明】

事例① 農福連携でストレスの無い職場へ

①定期的 面接 → 貯

②精神科 通院 → 自分 特性 理解

③就労支援 → 絆 就労

半年間 回 過 ：理由 仕事 家庭

声 、一緒 面接 。
精神的な病気が

あるかも

ストレスのない

仕事に就けないだ
ろうか

再犯の防止と社会生活の維持



一度目 → 少年院

二度目、三度目 → 刑務所

事例② 3度の過ちからの社会復帰へ

生 抱 気付

漫然 生

親 上手

仕事

支援 支援者 裏切

（ 、三度目 出所 月後 服役）



今度

出所 １年半

仕事 続

相談者 言 行
気付

絆 「 」

紹介



ケースの共通点

○コミュニケーションが下手

○相談者がいない

○未治療（衝動性が強い）

○家族も困っている

○無職



触法者支援の勉強会の開催

検事が講師

就労支援専門部会と

農福連携研究会との

合同勉強会

刑事事件の流れを勉強

支援と理解の両輪が大事
と再認識！



支援 気付

26

○触法者 「生 」 抱 人達 相談者 居 。
理解 寄 添 、 開 、社会的役割 持 社会復帰

○組織 超 連携

官民組織 、地域 連携 役割分担 、安心 支援

地域 安心 住 場所 ～
（地域 居場所）



農福連携従事者107名

性別 人数

男性 64

女性 43

年代 人数

10代 6

20代 15

30代 21

40代 26

50代 19

60代 19

70代 1

【性別】 【年代別】

10代

20代

30代

40代

50代

60代
70代

年代

男性

女性

性別



農福連携従事者107名

主な障害名 人数

精神障害（統合失調症・うつ等） 44

発達障害 20

ひきこもり（上記以外） 20

身体障害（聴覚・肢体） 4

知的障害 7

難病 3

その他（生活困窮・てんかん等） 9

【属性】

精神障害（統合失

調症・うつ等）

発達障害

ひきこもり（上

記以外）

身体障害（聴

覚・肢体）

知的障害

難病

その他（生活困窮・

てんかん等）

主な障害名



農福連携従事者107名

犯罪種別 人数

殺人 1

覚せい剤 2

窃盗 3

放火 1

性犯罪 2

住居侵入・傷害 1

【犯罪種別】

殺人

覚せい剤

窃盗

放火

性犯罪

住居侵入・傷

害

犯罪種別



・本人の希望や特性
等に合った職場環境
か確認し、職場実習
につなげる。

・実際の職場での作業
を通じ働くための準備
・訓練を行い、就労へ
の不安を取り除き、就
労への意欲を高める。

障害者委託訓練

・求職障害者を対象とした民間企業等での実
践的な職業訓練を行う。
（訓練先での雇用前提）

就労体験拠点設置事業

・就労体験を通じて、障害者に「働ける
自信」を持たせることで、一般就労へつ
なぐ。

・実際の農作業を障害者等
が体験することで、作業内
容の理解につなげる。

・ハローワークなどの紹介により原則3ヶ月間
（精神障害者は6～ 12ヶ月間）の期間を定めて
障害者を試行的に雇用する事業主(雇用保険適
用事業所）に対して助成する。

・障害者をハローワークなどの紹介により継続
して雇用する労働者として雇い入れた
（※）事業主（雇用保険適用事業所）に対して
助成する。

・農業者が新たに就農希
望者を研修生として雇用
して、農業技術や経営ノ
ウハウを習得させる場合
、助成を行う。

・新たに障害者等の受入に理
解を示した農家等が、試行的
に障害者等を受入れる場合に
かかる経費を助成する。

試行就労受入体
験

就労準備段階 マッチング段階 定着段階

・就労体験を通じて、ひきこもりの方や生活困窮者に「働ける自信」を持たせること
で、一般就労へつなぐ。

・ひきこもりの方や生活困窮者を対象とした民間企業等での実践的な
職業訓練を行う。（訓練先での雇用非前提）

農作業体験会

職場実習見学
障害者トライアル雇用制

度
特定求職者雇用開発助成

金

雇 用

ひきこもり自立支援体制構築事業（就労訓

練）

生活困窮者就労訓練事業（就労訓練）

ひきこもり自立支援体制構築事業（就労体
験）

生活困窮者就労準備支援事業（就労体験）

ひきこもり状態・生困

雇用保険
要

雇用保険
要

雇用保険要

① ⑦ ⑤

⑧
⑨

⑩

⑥

②③

②④

農の雇用事業

※事例は支援策活用の一例であり、活用するタイミングが前後することや所管組織が異なる支援策を複合的に活用することも可能。

保健所/福祉事務所/ポラリス/若サポ/社協/JA高知県安芸地区農業就労サポーター/農福連携就労定着サポーター等々

各種助成事業フロー



事業名 概要 対象 事業所 利用者 * 委託先等

障害者に対して就労体験の機会を提供することを通じて、働く

意欲や自信の向上を図り、一般就労を促進する。

ひきこもり状態の方

障害者

4,500円/1人・日

（上限22日）

500円/1人・日

（上限22日）
《就労体験》

一般就労に向けてもう一歩、まだ少し不安があるという方に*

認定就労訓練事業所での訓練を行います。
ひきこもり状態の方

5,000円/1人・日

（上限20日）

1,250円/1人2時間ごと・日

（上限40時間）

《就労訓練》

*高知県の認定就労訓練事業所

4,500円/1人・日

（上限40日）

500円/1人・日

（上限40日）
《就労体験》

5,000円/1人・日

（上限20日）

1,250円/1人2時間ごと・日

（上限40時間）

《就労訓練》

*高知県の認定就労訓練事業所

③ 生活困窮者就労準備支援事業

「社会に出ることに不安がある」「他人とうまくコミュニケー

ションできない」といった理由ですぐに職に就くことが難しい

方を対象に、一般就労に向けたサポートや就労機会の提供を行

う。

ひきこもり状態の方を

含む

生活困窮者

4,500円/1人・日

（上限40日）

500円/1人・日

（上限40日）

④ 生活困窮者就労訓練事業
ただちには一般就労が難しい方を対象に、柔軟な働き方のでき

る支援付きの就労の場を提供する。

ひきこもり状態の方を

含む

生活困窮者

5,000円/1人・日

（上限20日）

1,250円/1人2時間ごと・日

（上限40時間）

⑤ 試行就労受入体験
新たに障害者の受入れに理解を示した農家・農業法人等が、試

行的に障害のある方を受入れる場合にかかる経費を助成。

作業指導料（１週目：雇

用前の農作業把握）

：2千円/日、上限1万円

農家・農業法人等が障害

者に支払う賃金：1/2以

内、上限3万円

※補助期間：4週間まで（作業指導期

間含む）

高知県農業会議

高知県 農業振興部 環境農業推

進課

⑥ 農の雇用事業
農業者が新たに就農希望者を研修生として雇用して、農業技術

や経営ノウハウを習得させる場合、助成を行う。

研修生1人150万円（最長2

年）

障害者である場合、年間平均20時間/

週以上で可

注：対象者は50歳未満、特定求職者

雇用開発助成金との併給不可

高知県農業会議

⑦

障害者委託訓練実践能力習得訓練コー

ス

(障害者職業訓練)

求職障害者を対象とした民間企業等での実践的な職業訓練を行

う。
障害者or診断書

1人1月当たり9万9,000円

（中小企業）

訓練手当を支給

月額10万円～12万円程度

訓練期間は原則約２か月です。訓練

時間の標準は１００時間です。１日

あたりの時間設定は任意に設定でき

ます。※要相談

高知県 子ども・福祉政策部 障

害保健支援課

高知労働局・ハローワーク

⑧ 障害者トライアル雇用制度

ハローワークなどの紹介により3ヶ月間（精神障害者は6～12ヶ

月間）の期間を定めて障害者を試行的に雇用する事業主（雇用

保険適用事業所）に対して助成。

障害者

〈精神障害者以外〉

支給対象者1人につき月額

最大4万円（最長3ヶ月

間）

〈精神障害者〉

支給対象者1人につき3ヶ

月間は月額最大8万円、

4ヶ月目以降は月額最大4

万円（最長6ヶ月間）

1週間の所定労働時間は20時間以上

※利用にあたって他にも要件があり

ますの

で、詳細については、最寄りの労働

局・ハローワークにお問い合わせく

ださい。

高知労働局

ハローワーク

⑨ 障害者短時間トライアル雇用制度

ハローワークなどの紹介により直ちに週20時間以上勤務するこ

とが難しい精神障害者や発達障害者について、3～12ヶ月の期

間をかけながら20時間以上勤務を目指して試行雇用を行う事業

主（雇用保険適用事業所）に対して助成を行う。

精神障害者

発達障害者

1人につき月額最大4万円

（最長12ヶ月間）

雇入時の週の所定労働時間を10時間

以上20時間未満とし、障害者の状況

応じて同期間中に20時間以上とする

もの

高知労働局

ハローワーク

⑩ 特定求職者雇用開発助成金

障害者をハローワークなどの紹介により継続して雇用する労働

者として雇い入れた（※）事業主（雇用保険適用事業所）に対

して助成。

※雇用保険一般被保険者として雇い

入れ、対象労働者の年齢が65歳以上

に達するまで継続して雇用し、か

つ、その雇用期間が継続して2年以上

であることが確実と認められるこ

と。

高知労働局

ハローワーク

R4年度

就労体験拠点設置事業

地域活動支援センター香美他

高知県 子ども・福祉政策部 障

害保健支援課

 就労サポートセンターかみまち

他

高知県 子ども・福祉政策部 地

域福祉政策課

①

②

ひきこもりの人等を対象に、ひきこもり等就労支援コーディ

ネーターによるアセスメントや就労の前段階からの支援を行

う。

ひきこもり状態の方

（生活困窮者以外）
ひきこもり自立支援体制構築事業

各種助成事業



矯正施設（少年院）

安芸福祉保健所

北村・公文・若者サポートステーション

安芸社会福祉協議会

就労支援部会

あき総合病院

ポラリス

ハローワーク

安芸福祉事務所

サポステ

法テラス JA高知県ｱｸﾞﾘｻﾎﾟｰﾄ

関係機関

こうち絆ファーム
TEAMあき

別の農業法人

農業以外の就労

ハローワーク

こうち絆ファーム
TEAMいの

雇用就農

その他の農業法人

新規就農

各自治体農林課

体 験 終 了 後

高知県こども福祉政策部 見 守 り お 仕 事 体 験

関係機関

体験先

絆ファーム

保護観察

県域自治体の農林課 高知県担い手育成センター

最大15日間
最低賃金￥853

3ヵ月～最長1年

担い手育成センター
高知県

農業研修（寮あり）

雇用 独立

人手不足の農家



JA・農業振興
センター農林課

農林課

面
接

高知県担い手 育成
センター

新規就農者の認定

受入農家での研修
（最長2年）

サポートハウスでの

経営開始 （最長
2年）

レンタルハウス建設
個人経営を開始

【選択肢のひとつとしての新規就農】

新規就農グループＡＮＡ
（安芸ナスアソシエーション）に繋がる

JA・農業振興センター
農林課・ANA

サポート体制の充実



就労支援 支援 出口

高齢者問題 障害者問題

生活困窮者 自殺未遂者

長期入院

農福連携 34

自殺対策 支援 入口

生
抱 人達！

困
輪

児童虐待
外国人問題

借金

屋敷

受診困難

離婚 触法者

課題：地域 生 理解 拡大



商店街活性化へ農福から商工連携へ
高校生も入って話し合い 前日に収獲した大量のナス

人気のキッチンカー 507名が参加



第 回 上回 大盛況 煮会
参加者 名

詰 放題 人

刑務所 作業品販売 高校生販売店

具沢山 美味 大鍋 煮

第 回軽 開催予定！



軽
盛 上 ♪

参加者 名第 回軽



こうち絆ファーム

若者サポート

ポラリス

本町

林福連携

TEAMいの

地域の農家弁護士高松矯正管区・刑務所 JA

検察庁

地域連携モデル

安芸市農福連携研究会
安芸市就労支援専門部会

触法者支援
林福連携

農福商工連携

地域広域連携

農福連携

保護観察所

誰もがしあわせになる農福連携ケアシステム



安芸版農 林 水 商 法 仏 福連携
誰 安心 自分 暮 地域

支援機関
社会参加 作業所

体験 就労場所農福連携研究会

自宅

地域移行 定着

医療機関

林福連携

水福連携農福連携

東部地域 会議（自殺予防 ） 自殺未遂者相談支援事業

自立支援協議会消防
警察

触法者

施
設
外
就
労

不動産屋

商工連携

仏福連携


